
議会事務局ホームページ議会事務局ホームページ

５
第194号

令和８年

月号

縁縁
えにしえにし

とと絆絆
きずなきずな

でつながるでつながる若桜若桜

P2～3		 新議員 町づくりへの抱負
P4～5		 令和８年度　一般会計予算
P6	 	 議会の構成
P7	 	 �予算審査特別委員会
P8～11	 �審議結果・討論

P12～13	 令和７年度　一般会計補正予算
P14～17	 一般質問
P18	 	 議会からのお知らせ
P19	 	 若桜町議会１年間の動き(予定）
P20	 	 わたしの想い（藤原さん）

移住10年目移住10年目
藤原啓司さんご家族藤原啓司さんご家族



　

こ
の
度
の

若
桜
町
議
会

議
員
選
挙
に

お
き
ま
し
て
、

多
く
の
皆
さ

ま
か
ら
温
か

い
ご
支
援
と

ご
支
持
を
賜

り
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
さ

ま
の
一
票
一
票
の
重
み
を
胸
に
刻
み
、
そ

の
期
待
に
誠
実
に
応
え
て
い
く
決
意
で

す
。

　

本
町
が
直
面
す
る
大
き
な
課
題
の
一

つ
が
人
口
減
少
で
す
。
人
口
減
少
は
地
域

経
済
、
子
育
て
環
境
、
医
療
・
福
祉
、
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
持
続
性
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
ま
す
。
私
は
、
若
い
世
代
が
安

心
し
て
暮
ら
し
、
働
き
、
子
育
て
が
で
き

る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
高

齢
者
の
皆
さ
ま
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
町
づ
く

り
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
の
声
に
耳
を
傾
け
、
住

民
生
活
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
未
来
へ
の

責
任
あ
る
政
策
を
議
会
か
ら
提
案
・
実
行

し
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
の
ご
指
導

と
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

議長
川上　　守

議
長
抱
負

新議員  町づ くりへの抱負

　

こ
の
度
の

選
挙
に
お
い

て
、
再
度
、
議

席
を
い
た
だ

き
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
副

議
長
を
拝
命

し
責
任
の
重
さ
を
強
く
感
じ
て
お
り
ま

す
。
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
使
命
を
果
た

す
よ
う
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
全
国
的
な
人
口
減
少
・
少
子
高

齢
化
と
共
に
人
材
不
足
が
叫
ば
れ
て
い

ま
す
。

　

若
桜
町
に
於
い
て
も
、
人
材
不
足
に
よ

る
影
響
は
多
岐
に
わ
た
り
、「
集
落
自
治
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
・
上
下
水
道
・
公

共
交
通
に
か
か
る
経
費
・
産
業
の
振
興
・

雇
用
の
確
保
・
個
人
商
店
の
維
持
」
な
ど

に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
る
時

が
き
て
い
ま
す
。

　

議
会
は
今
期
よ
り
定
数
が
八
議
席
と

な
り
、
皆
様
か
ら
の
付
託
に
応
じ
る
議

会
、
魅
力
あ
る
議
会
、
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
け
る
議
会
、
と
も
に
活
動
す
る
議
会

と
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
改
め
て
検
討
す

べ
き
時
期
で
す
。

　

課
題
を
共
有
し
「
安
心
・
安
全
・
快
適
」

を
共
感
で
き
る
よ
う
議
論
が
重
ね
ら
れ

る
町
に
な
る
よ
う
取
組
ん
で
行
き
ま
す
。

　

町
を
動
か
す
の
は
皆
様
の
声
で
す
。
皆

様
と
共
に
住
み
や
す
い
町
を
創
っ
て
い

き
た
い
と
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

副議長
山本　安雄

主
役
は

　
　
皆
さ
ん
で
す

３月議会 定例会　一般質問のようす

わ か さ 議 会 だ よ りわ か さ 議 会 だ よ り
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こ
の
度
、
多
く
の

皆
様
の
温
か
い
ご
支

援
を
い
た
だ
き
、
町

政
へ
と
送
り
出
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

託
し
て
い
た
だ
い
た

期
待
の
重
さ
を
心
に

刻
み
、
新
人
ら
し
い

真
っ
す
ぐ
な
情
熱
と

行
動
力
で
、
地
域
の
課
題
に
一
つ
ひ
と
つ
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

私
の
信
条
は
「
こ
の
ま
ち
を
、
守
り
抜
く
」

こ
と
で
す
。
皆
様
の
暮
ら
し
の
安
心
を
第
一
に
、

お
一
人
お
ひ
と
り
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、

誰
も
が
「
こ
の
町
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
将

来
に
希
望
を
持
て
る
豊
か
な
街
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。

　

皆
様
と
一
緒
に
、
こ
の
町
の
未
来
を
創
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
温
か
い

ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

初
当
選
か
ら
16

年
が
経
ち
５
期
目

の
議
員
活
動
が
始

ま
り
、
改
め
て
発

言
力
の
強
化
を
め

ざ
し
て
い
き
ま
す
。

前
期
か
ら
議
員
定

数
も
８
名
と
し
て

新
人
議
員
も
２
名

加
わ
り
、
議
会
構
成
や
議
員
活
動
も
変
化
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

　

人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
本
町
で

新
し
い
取
組
も
必
要
と
考
え
ま
す
が
、
ま
ず
は

こ
れ
ま
で
若
桜
町
を
支
え
続
け
た
町
民
の
声
を

町
政
に
確
実
に
届
け
、
住
民
福
祉
に
繋
げ
た
い

と
思
い
ま
す
。
す
べ
て
の
住
民
が
『
住
ん
で
良

か
っ
た
と
実
感
で
き
る
町
づ
く
り
』
の
実
現
に

向
け
て
、
経
験
を
活
か
し
な
が
ら
発
言
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
４
年
間
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

皆
様
方
の
温
か
い

ご
支
援
を
い
た
だ
き
、

４
期
目
の
議
席
を
い

た
だ
き
ま
し
た
こ
と

を
、
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
・
人

口
減
少
は
避
け
て
は

通
れ
な
い
現
実
で
す
が
、
日
頃
な
か
な
か
気
づ

か
な
い
「
若
桜
町
の
力
」「
地
域
の
力
」
を
引

き
出
し
、
そ
し
て
活
か
す
こ
と
に
よ
り
、
将
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
や
、
若
者
た
ち
が
夢
を
持

て
る
町
づ
く
り
、
ま
た
お
年
寄
り
が
安
心
し
て
、

は
つ
ら
つ
と
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
に
、
町
民
の

皆
様
の
ご
意
見
を
聞
き
な
が
ら
微
力
で
は
あ
り

ま
す
が
、
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
度
の
選
挙

で
は
、
た
く
さ
ん

の
温
か
い
ご
支
援

を
賜
り
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
４
年
間
、

次
の
４
点
に
全
力

で
取
り
組
み
ま
す
。

①�
人
口
流
出
を
防
ぎ
、
移
住
定
住
、
Ｉ
タ
ー
ン

や
Ｕ
タ
ー
ン
施
策
の
促
進

②�

医
療
・
教
育
・
防
災
等
の
持
続
的
行
政
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

③�

農
林
業
の
六
次
産
業
化
や
商
工
業
の
後
継
者

育
成
で
仕
事
の
創
出

④�

実
践
者
と
連
携
し
て
自
然
・
文
化
資
源
の
再

発
見
と
若
桜
の
魅
力
開
発

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
実
現
に
向
け
、
議
員
が

専
門
家
や
実
践
者
に
学
び
、
町
民
の
声
を
聞
い

て
、
具
体
的
・
建
設
的
な
考
え
を
述
べ
る
「
議

論
す
る
議
会
」
を
目
指
し
ま
す
。

山根　典明

山本　晴隆

山根　政彦森田　二郎

こ
の
ま
ち
を
、

　
　
守
り
抜
く

住
民
の
声
を

　
　
現
実
化

夢
を
持
て
る

　
　
町
づ
く
り

　

４
期
目
、
ま
た

最
年
長
議
員
と
言

わ
れ
る
歳
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
の
町
職
員
時
代

ま
た
町
議
会
議
員

で
の
長
年
の
経
験

を
生
か
し
、
集
大
成
の
４
年
間
と
位
置
づ
け
、

町
の
た
め
、
町
民
皆
様
の
安
全
、
安
心
、
幸
せ

の
た
め
に
全
力
投
球
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

町
は
年
々
財
政
的
に
は
厳
し
い
状
況
も
見
え

る
中
、
県
会
議
員
、
国
会
議
員
と
の
人
間
関
係

の
強
化
を
図
り
、
支
援
体
制
が
頂
け
る
よ
う
に

努
め
て
い
く
こ
と
も
、
私
の
大
き
な
義
務
と
考

え
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小林　　誠

機
能
す
る
議
員
を

　
　
め
ざ
し
て

カ
ギ
は

人
口
減
少
対
策
！

　

私
は
、
執
行
部

と
対
を
な
す
議
員
の

一
員
と
し
て
、
定
住

に
必
要
な
小
さ
な
こ

と
、
細
々
と
し
た
こ

と
、
そ
し
て
、
若
桜

に
留
ま
り
続
け
る
た

め
の
「“
出
”
を
防
ぐ
政
策 

」
に
重
点
を
置
き
、

取
り
組
み
ま
す
。

　
「
も
の
の
見
方
が
変
わ
れ
ば
、考
え
が
変
わ
る
。

考
え
が
変
わ
れ
ば
、
行
動
が
変
わ
る
。
そ
し
て
、

行
動
が
変
わ
れ
ば
、結
果
が
変
わ
る
」の
考
え
で
、

「
公
平
・
公
正
・
透
明
性
」
の
観
点
か
ら
、
若
桜

町
議
会
議
員
条
例
に
則
り
、議
論
を
重
ね
て
「
小

さ
く
て
も
、
活
気
の
あ
る
町
づ
く
り
」
に
貢
献

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

森本　浩史

新議員  町づ くりへの抱負

出
を
防
ぐ
政
策

わ か さ 議 会 だ よ りわ か さ 議 会 だ よ り
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バス運行事業
9049万円

高齢者や通学者など交通弱者の移動手段確保
を基本に、効率的かつ持続可能な運行体制を
図り、住民及び観光客の周遊インフラを確立
するためのバス運行、車両の維持管理を行う。

コミュニティタクシーくらます号コミュニティタクシーくらます号

企画政策課企画政策課

依存財源（73.3％）
32億5593万円

自主財源（26.7％）
11億8407万円
߲໨͸Ұ෦ͷࡌܝͱ͍ͯ͠·͢ɻ

        一般会計　総額 一般会計　総額 4444億億
40004000万円万円でで

スタートスタート

令和８年度当初予算令和８年度当初予算

グリスロ運行開始！グリスロ運行開始！
コミュニティ　　　コミュニティ　　　
　タクシー増便へ！　タクシー増便へ！

伝統的建造物群保存地区
保存事業

1251万円

重要伝統的建造物群保存地区に選定されてい
る、若桜の町並みの保存整備事業を進めると
ともに、住民への事業の周知を行う。

カリヤの景観カリヤの景観

教育委員会事務局教育委員会事務局

重伝建地区の　重伝建地区の　
価値を高める！価値を高める！

わ か さ 議 会 だ よ りわ か さ 議 会 だ よ り
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３ 月 定 例 会

（令和８年３月13日～17日）
令和８年度予算審査        一般会計　総額 一般会計　総額 4444億億

40004000万円万円でで
スタートスタート

令和８年度当初予算令和８年度当初予算

索道管理費
1億2524万円

わかさ氷ノ山スキー場の管理運営を円滑に進
めるため、リフト整備工事、圧雪車の修繕等
を行う。

経済産業課経済産業課

事　業　名 本年度予算額

国 民 保 険 事 業 4億2300万円

介 護 保 険 事 業 6億4400万円

後 期 高 齢 者 医 療 8401万円

赤 松 団 地 事 業 56万円

財 産 区 造 林 事 業 119万円

索 道 事 業 1億2524万円

住宅新築資金等貸付事業 51万円

新 町 団 地 事 業 188万円

特別会計
事　業　名 本年度予算額

簡 易 水 道 事 業 会 計 3億5681万円

事業利益・事業費用 1億5000万円

資本的収入・資本的支出 2億681万円

下 水 道 事 業 会 計 3億7603万円

事業利益・事業費用 2億2300万円

資本的収入・資本的支出 1億5303万円

公営企業会計

スノーピア第２リフトスノーピア第２リフト

公民館管理費
6026万円

地域の身近な生涯学習の拠点として、町民の
利用しやすい環境を整備するため、若桜町公
民館の外壁改修工事等を行い、適正な管理運
営を行う。

教育委員会事務局教育委員会事務局

劣化した若桜町公民館外壁劣化した若桜町公民館外壁

より安全な運行へ！より安全な運行へ！
コミュニティのコミュニティの
拠点整備を！拠点整備を！

わ か さ 議 会 だ よ りわ か さ 議 会 だ よ り
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議 会 の 構 成
議　長　　川　上　　　守
副議長　　山　本　安　雄
　　　　　　（令和８年３月９日改正）

総
務
産
業
教
育
民
生
常
任
委
員
会

　

委
員
長　
　

森　

田　

二　

郎

　

副
委
員
長　
　

山　

根　

典　

明

　

委　
　

員　
　

川　

上　
　
　

守

　

委　
　

員　
　

山　

本　

晴　

隆

　

委　
　

員　
　

小　

林　
　
　

誠

　

委　
　

員　
　

山　

本　

安　

雄

　

委　
　

員　
　

山　

根　

政　

彦

　

委　
　

員　
　

森　

本　

浩　

史

議
会
運
営
委
員
会

　

委
員
長　
　

山　

本　

安　

雄

　

副
委
員
長　
　

森　

田　

二　

郎

　

委　
　

員　
　

山　

根　

典　

明

議
会
だ
よ
り
調
査
特
別
委
員
会

　

委
員
長　
　

森　

本　

浩　

史

　

副
委
員
長　
　

山　

根　

典　

明

　

委　
　

員　
　

山　

本　

安　

雄

　

委　
　

員　
　

森　

田　

二　

郎

　
　
　
　
　
　
（
令
和
８
年
３
月
23
日
改
正
）

議
会
選
出
監
査
委
員

　
　
　
　
　
　
　

山　

根　

典　

明

　
　
　
　
　
　
（
令
和
８
年
３
月
13
日
改
正
）

東
部
広
域
行
政
管
理
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　
　

川　

上　
　
　

守

鳥
取
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　
　

山　

本　

安　

雄

議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会

　

委
員
長　
　

川　

上　
　
　

守

　

副
委
員
長　
　

山　

本　

安　

雄

　

委　
　

員　
　

議　

員　

全　

員

　
　
　
　
　
　
（
令
和
８
年
３
月
23
日
改
正
）

人
口
減
少
問
題
調
査
特
別
委
員
会

　

委
員
長　
　

山　

本　

安　

雄

　

副
委
員
長　
　

森　

田　

二　

郎

　

委　
　

員　
　

議　

員　

全　

員

　
　
　
　
　
　
（
令
和
８
年
３
月
23
日
改
正
）
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予算審査特別委員会
委 員 長　　山本　安雄
副委員長　　森田　二郎

■審査の経過

　�　３月13日、16日、17日の３日間にわたり委員会を開催し、町長ほか各課長及び関係職員の出

席を求め、慎重に審査を行った。

■審査の結果

　�　当委員会に付託された議案は、原案を可決す

べきものと決定した。

■審査の経過

　�　３月13日、16日、17日の３日間にわたり

委員会を開催し、町長ほか各課長及び関係職

員の出席を求め、慎重に審査を行った。

■審査の結果

　�　当委員会に付託された議案は、原案を可決

すべきものと決定した。

令和８年度若桜町一般会計予算

令和８年度若桜町特別会計予算

国民健康保険事業、介護保険事業、後期高齢者医療、赤松団地事業
財産区造林事業、索道事業、住宅新築資金等貸付事業、新町団地事業

令和８年度公営企業会計予算

簡易水道事業、下水道事業

わ か さ 議 会 だ よ りわ か さ 議 会 だ よ り
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予
算

ྩ࿨̔೥౓एࡩொԼਫಓۀࣄ会ܭ༧ࢉ
Մܾ収益的収入及び支出の予定額をそれぞれ２億2300万円と定める。

資本的収入4225万円及び支出１億5303万円と予定額を定める。

補
　
　
正
　
　
予
　
　
算

ྩ࿨̓೥౓एࡩொҰൠ会ิܭਖ਼༧ࢉʢୈ��߸ʣ
Մܾ

１億7600万円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ50億643万円とする。

ྩ࿨̓೥౓एࡩொհޢอۀࣄݥಛผ会ิܭਖ਼༧ࢉʢୈ̐߸ʣ
Մܾ

5344万円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ６億2040万円とする。

ྩ࿨̓೥౓एࡩொ۠࢈ࡒ଄ྛۀࣄಛผ会ิܭਖ਼༧ࢉʢୈ̍߸ʣ
Մܾ

174万円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ50万円とする。

ྩ࿨̓೥౓एࡩொࡧಓۀࣄಛผ会ิܭਖ਼༧ࢉʢୈ̑߸ʣ
Մܾ

９万円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ4754万円とする。

ྩ࿨̓೥౓एࡩொ؆қਫಓۀࣄ会ิܭਖ਼༧ࢉʢୈ̐߸ʣ

Մܾ既決予定収入額１億4856万円から、収益的収入408万円を減額し１億4447万円。
既決予定支出額１億5021万円から、収益的支出574万円を減額し１億4447万円に補正する。
資本的収入１億4878万円を減額し１億3525万円。
資本的支出１億6212万円を減額し１億9102万円に補正する。

条
　
　
　
　
　
　
　
例

एࡩொ৬һͷڅ༩ʹؔ͢Δ৚ྫͷҰ෦վਖ਼
Մܾ

令和７年人事院勧告に準じて、所要の改正を行うもの。

एࡩொಛผ৬ͷ৬һͷڅ༩ٴͼཱྀඅʹؔ͢Δ৚ྫͷҰ෦վਖ਼
Մܾ一般職の国家公務員の給与改定に準じて特別職の国家公務員の給与が改定されたことに伴い、所

要の改正を行うもの。

एࡩொհޢอݥ৚ྫͷҰ෦վਖ਼
Մܾ

介護保険法施行令の一部を改正する政令の公布に伴い、所要の改正を行うもの。

एࡩொӦόεͷ؅ཧٴͼӡߦʹؔ͢Δ৚ྫͷҰ෦վਖ਼
Մܾ地域コミュニティタクシーの利便性向上及び新たな団体の運行開始、またグリーンスローモビリ

ティの運行を開始するにあたり、所要の改正を行うもの。

एࡩொಛผ会ܭ৚ྫͷҰ෦վਖ਼
Մܾ赤松団地の造成工事は完了し、現在は使用料の徴収を主な業務としており、事業内容に即した会

計名称に改める必要があるため。

ެͷࢪઃͷࢦఆ؅ཧऀͷࢦఆʢएࡩӺӺφΧళฮɹわかさΧϑΣʣ

Մܾ公の施設名称　若桜駅駅ナカ店舗わかさカフェ
指定管理者　　株式会社やまね屋
指定の期間　　令和８年４月１日～令和13年３月31日

※11ページに続く

わ か さ 議 会 だ よ りわ か さ 議 会 だ よ り
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審議結果わかりやすい

第２回議会定例会 ３月９日～23日

専
決
処
分

ྩ࿨̓೥౓एࡩொҰൠ会ิܭਖ਼༧ࢉʢୈ��߸ʣ
ঝೝ

526万円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ、51億8243万円とする。

ྩ࿨̓೥౓एࡩொࡧಓۀࣄಛผ会ิܭਖ਼༧ࢉʢୈ̐߸ʣ
ঝೝ

500万円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ、4745万円とする。

予
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
算

ྩ࿨̔೥౓एࡩொҰൠ会ܭ༧ࢉ
Մܾ

歳入歳出予算の総額を44億4000万円と定める。

ྩ࿨̔೥౓एࡩொࠃຽ݈߁อۀࣄݥಛผ会ܭ༧ࢉ
Մܾ

歳入歳出予算の総額を４億2300万円と定める。

ྩ࿨̔೥౓एࡩொհޢอۀࣄݥಛผ会ܭ༧ࢉ
Մܾ

歳入歳出予算の総額を６億4400万円と定める。

ྩ࿨̔೥౓एࡩொऀྸߴظޙҩྍಛผ会ܭ༧ࢉ
Մܾ

歳入歳出予算の総額を8401万円と定める。

ྩ࿨̔೥౓एࡩொ੺দஂ஍ۀࣄಛผ会ܭ༧ࢉ
Մܾ

歳入歳出予算の総額を56万円と定める。

ྩ࿨̔೥౓एࡩொ۠࢈ࡒ଄ྛۀࣄಛผ会ܭ༧ࢉ
Մܾ

歳入歳出予算の総額を119万円と定める。

ྩ࿨̔೥౓एࡩொࡧಓۀࣄಛผ会ܭ༧ࢉ
Մܾ

歳入歳出予算の総額を１億2524万円と定める。

ྩ࿨̔೥౓एࡩொॅ୐৽ஙۚࢿ౳ି෇ۀࣄಛผ会ܭ༧ࢉ
Մܾ

歳入歳出予算の総額を51万円と定める。

ྩ࿨̔೥౓एࡩொ৽ொஂ஍ۀࣄಛผ会ܭ༧ࢉ
Մܾ

歳入歳出予算の総額を188万円と定める。

ྩ࿨̔೥౓एࡩொ؆қਫಓۀࣄ会ܭ༧ࢉ
Մܾ収益的収入及び支出の予定額をそれぞれ１億5000万円と定める。

資本的収入１億5057万円及び支出２億681万円と予定額を定める。

わ か さ 議 会 だ よ りわ か さ 議 会 だ よ り
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条
例

एࡩொ෭ொ௕ͷબ೚ʹ͍ͭͯ
ಉҙ

若桜町副町長に山口　由企夫氏が選任され同意した。

陳
情 ੓෎ʹॴಘิঈʢ௚઀ࢧ෷͍ʣ੍౓ͷ࣮ݱΛٻΊΔ௠৘

委員会審査結果
ෆ࠾୒

ෆ࠾୒

議
員
提
出
議
案

議会だよりௐࠪಛผҕһ会ͷઃஔʹ͍ͭͯ
Մܾ

議会だよりの編集に関することを調査するため。

議会վֵௐࠪಛผҕһ会ͷઃஔʹ͍ͭͯ
Մܾ

議会改革に関することを調査するため。

ਓݮޱগ໰୊ௐࠪಛผҕһ会ͷઃஔʹ͍ͭͯ
Մܾ

人口減少に関することを調査するため。

陳情

ɹɹɹɹ໊ࢯ
山
根
典
明

森
本
浩
史

森
田
二
郎

山
根
政
彦

山
本
晴
隆

小
林
　
誠

山
本
安
雄

川
上
　
守

結
　
　
果

政府に所得補償（直接支払い）制度の実現を
求める陳情 × × × × × × × 議 ෆ࠾୒

討論討論 陳情に対しての審議結果陳情に対しての審議結果

陳情の内容

　農業生産の現場では、資材価格の高騰による生産コストの上昇を販売価格に転嫁できず、
営農が脅かされ、農家の急速な減少と高齢化が進み、耕作放棄地も拡大し続けているなかで、
農家の生産を下支えする所得補償制度の確立を求める意見書。

わ か さ 議 会 だ よ りわ か さ 議 会 だ よ り

10

No.194　令和８年５月



条
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
例

ެͷࢪઃͷࢦఆ؅ཧऀͷࢦఆʢएࡩொੑ׆Խࢪઃʣ

Մܾ公の施設名称　若桜町活性化施設
指定管理者　　有限会社若桜農林振興
指定の期間　　令和８年４月１日～令和13年３月31日

ެͷࢪઃͷࢦఆ؅ཧऀͷࢦఆʢएࡩொΤΰϚࡡ༉Ճࢪ޻ઃʣ

Մܾ公の施設名称　若桜町エゴマ搾油加工施設
指定管理者　　有限会社若桜農林振興
指定の期間　　令和８年４月１日～令和13年３月31日

ެͷࢪઃͷࢦఆ؅ཧऀͷࢦఆʢएࡩொਫ਼ถࢪઃʣ

Մܾ公の施設名称　若桜町精米施設
指定管理者　　有限会社若桜農林振興
指定の期間　　令和８年４月１日～令和13年３月31日

ެͷࢪઃͷࢦఆ؅ཧऀͷࢦఆʢएࡩொණϊࣗࢁવ;Ε͍͋ͷཬࢪઃʣ

Մܾ公の施設名称　若桜町氷ノ山自然ふれあいの里施設
指定管理者　　中一＆スマイルカンパニー株式会社
指定の期間　　令和８年４月１日～令和13年３月31日

ެͷࢪઃͷࢦఆ؅ཧऀͷࢦఆʢएࡩӺલʹ͗わ͍ϓϥβʣ

Մܾ公の施設名称　若桜駅前にぎわいプラザ
指定管理者　　株式会社やまね屋
指定の期間　　令和８年４月１日～令和13年３月31日

एࡩொաૄ஍Ҭ࣋ଓతൃలܭըͷࡦఆ

Մܾ令和３年度に策定した「若桜町過疎地域持続的発展計画」の計画期間が終了するが、必要とする
経費の財源に過疎債を充てるため、令和８年度から令和12年度を計画期間とする新たな計画を策
定するもの。

຿ʣͷక݁ۀվߋ஌γεςϜ౳ࠂொ*36ࡩ໿ʢएܖ຿ҕୗۀ

Մܾ令和５年度から行っているIP告知端末の更改において、最終年度となる令和７年度は366台を予
定していたが、解約による交換除外や空き家等の交換困難な端末54台が生じているため、交換台
数減少に伴う減額の変更契約を締結するもの。

ொಓͷ࿏ઢೝఆ
Մܾ新町宅地造成地が完成し、その分譲を開始するにあたり造成地に隣接する道路敷を公道認定する

必要があるため。

एࡩொ؂ࠪҕһͷબ೚
ಉҙ

若桜町監査委員に山根　典明氏が選任され同意した。

एࡩொ৬һ౳ͷཱྀඅʹؔ͢Δ৚ྫͷҰ෦վਖ਼
Մܾ

国家公務員等の旅費支給規程の一部改正に伴い、所要の改正を行うもの。

わ か さ 議 会 だ よ りわ か さ 議 会 だ よ り
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  令和７年度  令和７年度    一般会計  補正予算（第11号）一般会計  補正予算（第11号）

地域おこし協力隊設置事業
減額補正 補正前　3609万円
　　　　 補正後　1542万円

隊員の新規採用を８名予定していたが、観光部門の２
名のみであったため。� 補正額　△2067万円

地域おこし協力隊による蕎麦屋開業地域おこし協力隊による蕎麦屋開業

経済産業課経済産業課

1 1 億 億 76007600
万円減額万円減額

ิਖ਼߲໨͸Ұ෦ͷࡌܝ
ͱ͍ͯ͠·͢ɻ

総額総額
5050億億

643643万円万円

まちづくり推進事業 委託料
補正前　1113万円
補正後　2684万円

NIPPONIA（ニッポニア）事業で令和７年に作成した
エリアビジョンを踏まえた物件調査と、事業の計画策
定に、国の有利な補助金を活用するため、前倒しし、
㈱NOTEへの委託料として予算化したもの。
� 委託料　1571万円

エリアビジョン作成　ワークショップのようすエリアビジョン作成　ワークショップのようす

企画政策課企画政策課

わ か さ 議 会 だ よ りわ か さ 議 会 だ よ り
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  令和７年度  令和７年度    一般会計  補正予算（第11号）一般会計  補正予算（第11号）
道路維持費

補正前　1億4326万円
補正後　1億6406万円

１月、２月の豪雪に対応するため主に除雪委託料を
増額したもの。� 除雪委託料　1970万円

活躍する除雪車活躍する除雪車

地域整備課地域整備課

⑥

③

④⑤

① 基本計画の策定 説明会等・準備 一筆地調査

地籍測量成果の検査・認証登記所送付

②

地籍調査事業
減額補正 補正前 １億1446万円
　　　　 補正後 　　6765万円

補助金の交付決定により、調査対象エリア見直しによる測量委託料を減
額するもの。� 補正額　△4681万円

地籍調査の流れ（資料：国土交通省 地籍調査Ｗebサイト）地籍調査の流れ（資料：国土交通省 地籍調査Ｗebサイト）

地籍調査課地籍調査課

大雪への大雪への
対応を！対応を！

わ か さ 議 会 だ よ りわ か さ 議 会 だ よ り
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一
般
質
問

一
般
質
問

～

町
政
を
問
う

～

˓֤Ұൠ࣭໰ͷओͳ಺༰Λ֤議һ͕ཁ໿͍ͯͯ͠͠ࡌܝ·͢ɻ
˓�Ұൠ࣭໰ͷશͯͷ಺༰ʹ͍ͭͯ͸ɺεϚϗɺλϒϨοτ౳Ͱ23
ίʔυΛಡΈࠐΉͱɺ͝ࢹௌ͍ͨだ͚·͢ɻ

一
般
質
問
と
は
？

　
議
員
が
町
の
行
財
政
全
般
、
住
民
生
活
に
密
接
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、

執
行
状
況
ま
た
は
将
来
の
方
針
、
政
策
的
提
言
や
行
政
の
課
題
な
ど
を
町
長
や

執
行
機
関
に
直
接
質
す
こ
と
で
す
。

質問議員
ページ 一般質問内容

森
田
　
二
郎 

P.15

͍ͯͭʹࡦࢪՃ૿ޱਓ܎ؔ

森
本
　
浩
史 

P.16

େઇ࣌ͷબڍରԠʹ͍ͭͯ

令和̓年౓আઇܭըͷ಺༰ʹ͍ͭͯ

山
根
　
典
明 

P.17

͓ʹͬ͜1BZʹ͍ͭͯ
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関係人口増加

A Q
ふ
る
さ
と
住
民
登
録
制
度

　
　
　
　
の
活
用
を
検
討
中

移
住
定
住
に
つ
な
げ
る

　
今
後
の
は
た
ら
き
か
け
は

Q
　
人
口
減
少
問
題

に
取
り
組
む
上
で

関
係
人
口
の
役
割
や
位
置

づ
け
と
移
住
定
住
人
口
に

つ
な
げ
て
い
く
働
き
か
け

に
つ
い
て
所
見
を
伺
い
ま

す
。

A
（
町
長
）
今
後
、

関
係
人
口
と
し

て
、
リ
ピ
ー
タ
ー
や
若
桜

の
フ
ァ
ン
、
町
出
身
者
や

町
内
で
勤
務
や
居
住
経
験

者
、
ま
ち
づ
く
り
の
ノ
ウ

ハ
ウ
提
供
者
等
は
強
力
な

応
援
団
と
な
っ
て
も
ら
え

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
国

で
は
地
方
創
生
�.�
の
取
組

の
中
で
、
二
地
域
居
住
を

ベ
ー
ス
と
し
た
「
ふ
る
さ

と
住
民
登
録
制
度
」
が
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
。
具
体

的
に
は
、
国
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
に
自
治
体
が
エ

ン
ト
リ
ー
し
、
紹
介
サ
イ

ト
に
様
々
な
情
報
を
掲

載
・
発
信
し
ま
す
。
こ
こ

に
登
録
さ
れ
た
方
は
、
地

域
経
済
活
性
化
へ
の
貢
献

や
担
い
手
活
動
を
継
続

৿ాೋ࿠

果
、
令
和
２
年
度
～
６
年

度
に
移
住
定
住
交
流
セ
ン

タ
ー
経
由
で
移
住
定
住
に

至
っ
た
状
況
は
、
定
着
率

が
��
％
で
す
。
一
定
の
成

果
は
あ
っ
た
と
考
え
て
い

ま
す
。
地
域
の
様
々
な

ニ
ー
ズ
の
拾
い
上
げ
が
不

十
分
と
い
う
こ
と
が
あ
れ

ば
、
検
証
し
て
改
善
し
て

い
き
ま
す
。

Q
　
移
住
者
目
線
に

よ
る
、
積
極
的
で

立
体
的
な
内
容
の
Ｐ
Ｒ
が

で
き
る
人
的
配
置
に
つ
い

て
、
所
見
を
伺
い
ま
す
。

A
（
町
長
）
１
泊
２

日
の
移
住
体
験

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
ツ
ア
ー

は
、
先
輩
移
住
者
と
本
音

で
語
り
合
え
る
場
と
な
っ

て
い
て
、
非
常
に
高
い
成

果
を
得
て
い
ま
す
。

　
移
住
者
の
増
加
に
向
け

て
、
よ
り
効
果
が
上
が
る

相
談
体
制
や
情
報
発
信
の

仕
方
等
を
検
討
し
ま
す
。

関係人口説明図（総務省ホームページより）

し
、
要
件
が
ク
リ
ア
さ
れ

れ
ば
、
交
通
費
や
滞
在
時

の
特
典
等
、
活
動
の
サ

ポ
ー
ト
が
国
の
財
政
措
置

で
支
援
さ
れ
ま
す
。現
在
、

モ
デ
ル
事
業
が
準
備
さ

れ
、
県
が
市
町
村
と
広
域

的
に
実
施
の
方
向
で
す
。

本
町
も
取
り
組
む
こ
と
を

考
え
て
い
て
、
こ
の
制
度

を
活
用
し
て
関
係
人
口
増

加
を
考
え
て
い
ま
す
。

Q
　
移
住
者
が
地
域

と
つ
な
が
る
た
め

の
支
援
や
、
定
住
に
向
け

て
相
談
で
き
る
町
や
地
域

の
体
制
に
つ
い
て
、
こ
の

４
年
間
の
取
組
の
成
果
と

課
題
、
今
後
の
取
組
を
伺

い
ま
す
。

A
（
町
長
）
定
住
支

援
は
集
落
等
が
実

施
を
し
て
い
る
移
住
者
受

入
促
進
奨
励
金
交
付
事

業
、
住
宅
支
援
補
助
金
等

が
あ
り
、
移
住
定
住
交
流

セ
ン
タ
ー
で
も
相
談
支
援

に
対
応
し
て
い
ま
す
。
結

大阪で開催された移住フェアのようす
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選挙の安全

A Q
投
票
し
や
す
い
環
境

　
づ
く
り
に
つ
と
め
る

大
雪
時
の
選
挙

　
　
　
対
応
に
つ
い
て

Q
　
今
回
の
選
挙
は

「
顕
著
な
大
雪
に

関
す
る
情
報
」
が
発
表
さ

れ
る
事
態
で
し
た
。
投
票

の
安
全
確
保
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

A
（
町
長
）
県
情
報

連
絡
会
議
な
ど
の

場
で
、
積
極
的
に
情
報
収

集
を
行
い
、当
日
除
雪
は
、

選
挙
事
務
従
事
者
が
駐
車

場
及
び
玄
関
等
の
除
雪
を

行
い
安
全
確
保
に
努
め
た

と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
道

路
除
雪
に
つ
い
て
も
県
へ

要
請
し
、
午
前
４
時
頃
～

午
後
1�
時
頃
ま
で
作
業
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

Q
　
期
日
前
投
票
に

関
し
、
投
票
日
前

日
に
長
蛇
の
列
が
発
生
し

ま
し
た
。
こ
の
状
況
は
想

定
さ
れ
ま
し
た
か
。

A

ç

（
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
長
）
あ
る

程
度
は
想
定
を
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
２
階
フ
ロ
ア

全
域
ま
で
は
、
想
定
し
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

Q
　
他
町
で
は
期
日

前
投
票
所
の
見
直

し
や
増
設
、
デ
ジ
タ
ル
技

術
の
活
用
が
検
討
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
導

入
さ
れ
る
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド

カ
ー
の
活
用
を
含
め
、
選

挙
機
会
の
確
保
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

A
（
町
長
）
コ
ネ
ク

テ
ッ
ド
カ
ー
を
活

用
し
た
移
動
期
日
前
投
票

も
対
策
の
１
つ
と
思
い
ま

す
。
諸
般
の
課
題
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
投
票
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
に
つ
な
が

৿ຊ࢙ߒ

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ま
す
。
ま
た
他
市
町
村
の

例
も
参
考
に
、
選
挙
管
理

委
員
会
の
議
論
を
踏
ま

え
、
協
力
で
き
る
部
分
は

協
力
し
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

Q
　
近
年
の
降
雪
具

合
は
、
不
規
則
な

降
り
方
を
し
ま
す
。
町
除

雪
基
準
は
国
・
県
と
同
程

度
５
㎝
～
1�
㎝
で
す
が
、

近
年
の
実
態
を
反
映
し
て

い
ま
す
か
。

A
（
町
長
）
令
和
２

年
度
ま
で
は
、
深

雪
が
1�
㎝
以
上
な
ど
、
別

に
定
め
て
お
り
ま
し
た

が
、
令
和
３
年
度
か
ら
県

基
準
に
強
化
し
ま
し
た
。

交
通
安
全
の
確
保
と
い
う

観
点
で
は
、
合
理
性
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。

Q
　
国
道
�9
号
線
か

ら
若
桜
駅
前
区
間

と
若
桜
駅
か
ら
若
桜
停
車

場
線
区
ま
で
は
、
雪
を
捨

て
る
水
路
が
な
い
難
区
間

で
す
。
歩
行
者
の
安
全
確

保
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

A
（
町
長
）
両
路
線

と
も
、
県
と
管
理

を
し
て
お
り
ま
す
。
県
道

若
桜
停
車
場
線
に
つ
い
て

は
、
県
が
若
桜
町
観
光
協

会
と
協
定
書
を
締
結
し
て

歩
道
の
除
雪
を
依
頼
し
、

屋
堂
羅
１
号
線
は
、
歩
道

除
雪
を
行
っ
て
い
な
い
の

が
現
状
で
す
。
来
シ
ー
ズ

ン
に
向
け
、
歩
道
除
雪
の

方
策
を
検
討
し
た
い
と
考

え
ま
す
。

除雪後の道路

除
　
雪
　
計
　
画

Q
歩
道
除
雪

　
　
に
つ
い
て

A
来
シ
ー
ズ
ン
に

向
け
方
策
を
検
討
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おにっこPay

A Q
町
民
へ
の
普
及
定
着

が
当
面
の
課
題

導
入
直
後
の
現
在
の

課
題
は

Q
　
デ
ジ
タ
ル
地
域

通
貨
お
に
っ
こ
ｐ

ａ
ｙ
の
運
用
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
が
苦

手
な
人
だ
け
が
、
社
会
の

便
利
な
サ
ー
ビ
ス
か
ら
置

い
て
い
か
れ
る
、
い
わ
ゆ

る
デ
ジ
タ
ル
格
差
へ
の
適

切
な
対
応
が
必
須
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
導
入
直
後
だ
か
ら
こ
そ

見
え
る
現
状
の
課
題
を
伺

い
ま
す
。

A
（
町
長
）
地
域
内

消
費
の
活
性
化

や
、
住
民
の
地
域
参
画
の

促
進
、
企
業
や
住
民
に
対

す
る
機
動
的
な
支
援
の
実

現
を
目
的
と
し
て
、
令
和

８
年
３
月
２
日
か
ら
サ
ー

ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た
。

導
入
直
後
の
状
況
に
つ
き

ま
し
て
は
、
大
き
な
混
乱

は
な
く
、
順
調
に
利
用
が

拡
大
し
て
い
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
動
向
を
見
守

り
、
町
民
へ
の
普
及
定
着

を
当
面
の
課
題
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

Q
　
今
後
、
行
政
ポ

イ
ン
ト
を
付
与
し

て
い
く
方
針
を
出
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
追
加
の
具
体

策
を
伺
い
ま
す
。

A
（
町
長
）
８
年
度

か
ら
各
種
事
業
に

お
い
て
、
行
政
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
付
与
す
る
こ
と
を

検
討
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業

に
お
き
ま
し
て
は
、
各
種

健
診
の
受
診
や
、
健
康
づ

く
り
に
関
す
る
活
動
、
教

室
等
へ
の
参
加
に
よ
り
貯

め
た
達
成
ポ
イ
ン
ト
を
、

行
政
ポ
イ
ン
ト
と
交
換
す

る
こ
と
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
人
材
へ
の
お
礼
を

行
政
ポ
イ
ン
ト
で
お
渡
し

を
す
る
予
定
で
す
。
さ
ら

に
、「
か
が
や
け
未
来
！

子
ど
も
・
子
育
て
応
援
祝

金
支
給
事
業
」
や
「
敬
老

事
業
」
に
お
い
て
も
、
住

民
へ
の
給
付
手
段
と
し
て

行
政
ポ
イ
ン
ト
を
一
部
活

用
す
る
予
定
で
す
。

Q
　
デ
ジ
タ
ル
格
差

が
進
ん
で
い
く
中

で
、
高
齢
者
へ
の
サ
ポ
ー

ト
体
制
を
、
ど
の
よ
う
に

య໌ࠜࢁ

考
え
て
い
る
の
か
具
体
策

を
伺
い
ま
す
。

A
（
町
長
）
役
場
の

福
祉
部
門
や
集
落

支
援
員
、
民
生
委
員
、
児

童
委
員
と
も
連
携
し
、
必

要
が
あ
れ
ば
、
役
場
の
担

当
課
に
つ
な
い
で
い
た
だ

く
想
定
で
す
。
今
後
も
特

に
高
齢
者
世
帯
、
独
居
世

帯
に
対
し
て
、
き
め
細
か

く
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　
専
用
カ
ー
ド
を
お
店
の

ほ
う
に
お
持
ち
い
た
だ
け

れ
ば
、
加
盟
店
の
方
の
サ

ポ
ー
ト
も
あ
り
ま
す
。
使

い
方
は
難
し
く
あ
り
ま
せ

ん
。
多
く
の
方
に
御
利
用

い
た
だ
け
る
よ
う
、
引
き

続
き
周
知
・
広
報
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

おにっこPayのつかいかた



　町政などへの要望等を直接書面で提出できる制度として、請願・陳情があります。

提出された請願・陳情は議長が議会運営委員会に諮
はか

り、常任委員会に付託するか否かを決定し

ます。「常任委員会の審議になじまない」と判断されたものについては付託しない場合もあり

ます。審査後は本会議で採否を決め、採択されれば、行政に活かされるよう町長または関係機

関に審議結果を送付し、願意の実現を求めます。

　定例会の本会議で行う一般質問は、「生中継」と「録画」がご覧いただけます。一般質問の

開催日時は、IP告知端末などで事前にお知らせします。若桜町ホームページ上にアクセスして

ご覧ください。

録画放送は 若桜町議会録画放送    

町政などに対して意見や要望があるときは町政などに対して意見や要望があるときは

議会からのお知らせ議会からのお知らせ

全国町村議会議長会表彰

一般質問はインターネット中継、「若桜町議会YouTubeチャンネル」でご覧いただけます一般質問はインターネット中継、「若桜町議会YouTubeチャンネル」でご覧いただけます

　YouTubeチャンネルもありますので、チャンネル登録されましたら、通知からチェックで

きます。

チャンネル登録をお願いします。

全国町村議会議長会表彰を受けました！全国町村議会議長会表彰を受けました！
　令和８年２月16日（月）、ホテルモナークにおいて鳥取県町村議会議長会自治功労者表彰式

及び全国町村議会議長会表彰式が行われ、若桜町議会から１名が表彰されました。

○町村議会議員として議会の運営及び地域の

　振興発展に特に顕著なる功労のあった者

　　鳥取県町村議会議長会　前会長　　山　根　政　彦

表彰された山根政彦議員

わ か さ 議 会 だ よ りわ か さ 議 会 だ よ り
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एࡩொ議会̍೥ؒのಈ͖ʢ༧ఆʣएࡩொ議会̍೥ؒのಈ͖ʢ༧ఆʣ
月 　　主な議会活動　　

３月 ３月議会定例会　当初予算審査

４月 月例常任委員会

５月 月例常任委員会または、定例常任委員会

６月 ６月議会定例会　補正予算等

７月 月例常任委員会

８月 月例常任委員会または、定例常任委員会

９月 ９月議会定例会
令和７年度決算審査

10月 月例常任委員会　議員座談会

11月 月例常任委員会または、定例常任委員会　議員座談会

12月 12月議会定例会

１月 月例常任委員会

２月 月例常任委員会または、定例常任委員会

３月 ３月議会定例会　次年度予算審査

〇�

総
務
産
業
教
育
民
生
常
任
委
員
会
及
び
、
議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会
・
人
口
減
少
問
題
調
査
特
別
委

員
会
・
議
会
だ
よ
り
調
査
特
別
委
員
会
を
随
時
開
催
し
、
議
論
す
る
。

※月例常任委員会開催は随時

わ か さ 議 会 だ よ りわ か さ 議 会 だ よ り
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あ
と
が
き

意見・写真をお寄せください gikaidayori@town.wakasa.tottori.jp 08メール QRコード

　

新
し
い
４
名
の
委
員
で
今
期

の
議
会
だ
よ
り
を
担
当
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
前
期
ま
で

の
積
み
上
げ
と
、
さ
ら
に
新
し

い
発
想
や
視
点
を
生
か
し
な
が

ら
、
町
民
の
皆
様
に
で
き
る
だ

け
分
か
り
や
す
く
議
会
の
活
動

を
届
け
、
同
時
に
多
く
の
声
を

い
た
だ
い
て
、
よ
り
「
伝
わ
る

広
報
」
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
期
４
年
間
、
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

（
記　

森
田
二
郎
）

議
会
だ
よ
り
調
査
特
別
委
員
会

　

委
員
長　
　

森
本　

浩
史

　

副
委
員
長　
　

山
根　

典
明

　

委　
　

員　
　

山
本　

安
雄

　

委　
　

員　
　

森
田　

二
郎

議　
　
　

長　
　

川
上　
　

守

発行・鳥取県八頭郡若桜町議会  TEL　0858（82）2212　FAX  0858（82）2222　HPアドレス http://www.town.wakasa.tottori.jp  

編集・議会だより調査特別委員会　　印刷・中央印刷株式会社

ʮわͨ͠ͷ૝͍ʯ

藤
ふじ

原
わら

　啓
けい

司
じ

さん（山田町）

　若桜で暮らし始めて、この４月で10回目の春を迎えました。地域や学校の行事、起業　若桜で暮らし始めて、この４月で10回目の春を迎えました。地域や学校の行事、起業

したお味噌の仕事、また子育てなど目まぐるしい毎日で、気がついたらあっという間でしたお味噌の仕事、また子育てなど目まぐるしい毎日で、気がついたらあっという間で

した。苦労することも多々ありましたが、そんな中でも前を向いて頑張れて、無事に暮した。苦労することも多々ありましたが、そんな中でも前を向いて頑張れて、無事に暮

らしていけたのも、若桜町の方々が温かく見守ってくれて、時には助けてくれたからだらしていけたのも、若桜町の方々が温かく見守ってくれて、時には助けてくれたからだ

と思います。本当に感謝しています。と思います。本当に感謝しています。

　この９年間で社会は大きく変動したなと感じますが、若桜の山々やきれいな水、豊か　この９年間で社会は大きく変動したなと感じますが、若桜の山々やきれいな水、豊か

な自然は変わることなく、いつも癒しを与えてくれます。春の新緑、夏の清流、秋の紅葉、な自然は変わることなく、いつも癒しを与えてくれます。春の新緑、夏の清流、秋の紅葉、

冬の雪景色。目の前にある当たり前の景色が生きる活力になっていました。この自然と冬の雪景色。目の前にある当たり前の景色が生きる活力になっていました。この自然と

若桜に暮らす『人』こそが若桜の魅力だと思います。この環境で暮らせることに感謝して、若桜に暮らす『人』こそが若桜の魅力だと思います。この環境で暮らせることに感謝して、

今自分たちが出来ることを若桜町や社会に還元していきたいと思います。若桜の自然を今自分たちが出来ることを若桜町や社会に還元していきたいと思います。若桜の自然を

活かしたお味噌を造り、そのお味噌を多くの方に届けることで、少しでも若桜の魅力を活かしたお味噌を造り、そのお味噌を多くの方に届けることで、少しでも若桜の魅力を

伝えていけたらと思います。これからも温かく見守って頂けると幸いです。伝えていけたらと思います。これからも温かく見守って頂けると幸いです。

このコーナーでは、家族、友人、グループ、団体など、縁と絆でつながり、若桜
に住む“人々”をテーマとし、そのきっかけや想いを紹介させていただきます。
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